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秋
田
県
の「
県
民
病
」
と
い
わ
れ
て
久
し
い
脳
卒
中
で
す
が
、
平
成
11
年
に
行
わ
れ

た
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
脳
血
管
障
害
は
全
死
亡
者
数
の
死
亡
原
因
の
約
18
％

を
占
め
お
り
、
悪
性
新
生
物
に
次
い
で
２
位
と
依
然
と
し
て
高
い
発
症
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
脳
卒
中
に
つ
い
て
の
概
要
に
つ
い
て
お
話
し
て
、
そ
の
後
歯
科
疾
患
と

の
関
連
と
歯
科
治
療
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

◇
脳
卒
中
と
は 

 

 
 

「
脳
卒
中
（
脳
血
管
障
害
）
」
は
、
脳

に
行
く
血
液
量
が
減
少
あ
る
い
は
途
絶

す
る
こ
と
で
、
脳
神
経
が
死
滅
し
て
意

識
障
害
や
運
動
麻
痺
な
ど
の
精
神
・
神

経
症
状
が
起
こ
っ
た
状
態
で
す
。
脳
卒

中
の「
卒
中
（
そ
っ
ち
ゅ
う
）
と
は
、「
卒
然

（
突
然
）
邪
気
や
邪
風
に
中
（
あ
た
）
る
」

と
い
う
意
味
か
ら
。
「 

中
風
（
ち
ゅ
う

ぶ
）」
か
ら
来
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

脳
卒
中
は
、 

（1） 

脳
内
出
血 

（2） 

く
も
膜
下
出
血 

（3） 

脳
梗
塞 

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
脳
梗
塞
は 

① 

一
過
性
脳
虚
血
発
作 

② 

ラ
ク
ナ
梗
塞 

③ 

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞 

④ 

心
原
性
脳
梗
塞 

⑤ 

そ
の
他
の
脳
梗
塞 

に
細
分
さ
れ
ま
す
（下
図
参
照
）
。
こ
の 

 

（1） 

脳
内
出
血 

intracranial hem
orrhage 

（IC
H

） 

  

脳
の
内
部
を
走
行
す
る
血
管
が
、

喫
煙
、
塩
分
摂
取
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

の
食
生
活
や
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な

ど
の
病
気
、
そ
し
て
肥
満
、
運
動
不
足

な
ど
の
生
活
習
慣
な
ど
の
要
因
で
破

れ
て
出
血
し
た
状
態
で
す
。
要
因
の

主
だ
っ
た
も
の
は
高
血
圧
で
、
85
％

以
上
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
血
の
部
位
に
よ
っ
て
以
下
に
分
類

さ
れ
ま
す
。 

① 

皮
質
下
出
血 

高
齢
者
に
多
い
出
血
で
す
。「
被
殻

（
ひ
か
く
）
出
血
」
、「
視
床
（
し
し
ょ

う
）出
血
」に
比
べ
る
と
高
血
圧
性
の 

割
合
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
出
血
原
因
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
精

査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

② 

大
脳
基
底
核
と
視
床
の
出
血 

「
中
大
脳
動
脈
（ち
ゅ
う
だ
い
ど
う
み
ゃ

く
）
」
の「
穿
通
枝
（
せ
ん
つ
う
し
）
」
か
ら
の

出
血
で
、
頻
度
と
し
て
最
も
多
い
も
の
で

す
。
全
体
の
70
％
を
占
め
て
い
て
、
う
ち

「
被
殻
（
」
か
ら
が
40
％
「
視
床
」
か
ら
が

30
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

③ 

被
殻
出
血 

「
レ
ン
ズ
核
線
条
体
動
脈
外
側
枝
（
れ
ん

ず
か
く
せ
ん
じ
ょ
う
た
い
ど
う
み
ゃ
く
が

い
そ
く
し
）
」
か
ら
出
血
し
た
状
態
で
す
。

「
被
殻
（ひ
か
く
）
」は
、
身
体
の
運
動
調
節

や
筋
緊
張
、
学
習
や
記
憶
の
機
能
を
持
っ 

て
い
ま
す
。
出
血
後
の
血
腫
が
大
き
い 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
  

う
ち
脳
出
血
と
ク
モ
膜
下
出
血
は
、
脳

を
栄
養
し
て
い
る
“
血
管
が
破
れ
る
”
病

気
で
、
脳
梗
塞
は
“
血
管
に
何
か
が
詰

ま
る
”
病
気
で
す
。
厚
生
労
働
省
発
表

の「2
0
1
7

年
人
口
動
態
統
計
月
報
年

計
の
概
況
」
に
よ
る
推
計
で
は
、20

18
年
の
疾
患
別
死
因
の
１
位
２
位
が
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
悪
性
新
生
物
、
心

疾
患
（
高
血
圧
性
を
除
く
）
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、「
肺
炎
」の
減
少
に
伴
っ
て
、

17
年
に
３
位
と
な
っ
た
「
脳
血
管
疾

患
」
を
抜
い
て
、「
老
衰
」が
初
め
て
３
位

と
な
り
ま
し
た
。
脳
血
管
疾
患
は
、
他

の
上
位
の
疾
患
と
は
違
っ
て
、
昭
和
50

年
代
以
降
治
療
の
発
達
に
伴
っ
て
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
老
衰
に
次
い
で

４
位
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
、
と
し
て
高

い
死
亡
率
を
有
し
て
い
ま
す
（
下
グ
ラ

フ
参
照
）
。
以
下
に
、
脳
内
出
血
か
ら

病
気
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま

す
。 

と
歯
科
治
療
① 

 

 

 

 

脳卒中の概要 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

《
《
引
用
文
献
》 

（1）
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

標
準
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー 

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

（2）
直
方
市 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（3）
日
本
経
済
新
聞 

三
大
死
因
に
初
め
て「
老
衰
」
」
死
亡
診

断
書
の
書
き
方
に
変
化 

2
019

.6
.11

 
12

：53
 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（4）
脳
神
経
外
科 

渡
邊
陽
佑
、
武
智
昭
彦
、
梶
原
佳
則
、
三

好
浩
之 

脳
出
血
＆
神
経
学
的
所
見
の
と
り
方 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 

 

と
近
接
す
る「
内
包
（
な
い
ほ
う
）
」
に
障
害

を
お
こ
す
こ
と
で
出
血
を
お
こ
し
た
側
と
は

反
対
側
に
「
片
麻
痺
（
へ
ん
ま
ひ
・
か
た
ま

ひ
）
」
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
言
語
中
枢
の

あ
る
優
位
半
球
で
の
出
血
で
あ
れ
ば「
失
語

症
（
し
つ
ご
し
ょ
う
）
」
が
、
非
優
位
半
球
な

ら
「
失
行
・
失
認
（
し
っ
こ
う
・
し
つ
に
ん
）
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
（
左
中
上
図
参

照
）
。 

④ 

視
床
出
血 

「
後
視
床
穿
通
動
脈
（
こ
う
し
し
ょ
う
せ

ん
つ
う
ど
う
み
ゃ
く
）
」
お
よ
び「
床
膝
状
体

動
脈
（
し
ょ
う
し
つ
じ
ょ
う
た
い
ど
う
み
ゃ

く
）
」
か
ら
出
血
し
ま
す
。「
視
床
（
し
し
ょ

う
）
」
は
、
触
覚
や
痛
覚
な
ど
の
様
々
な
“
感

覚
”
を
集
約
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
場
所

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
項
の「
被
殻
出
血
」
と

は
違
っ
て
麻
痺
な
ど
の
運
動
障
害
よ
り
も 

 

感
覚
障
害
が
強
く
発
現
す
る
こ
と
か
ら
、

「
視
床
痛
（
し
し
ょ
う
つ
う
）
」
と
呼
ば
れ
る

痛
み
を
強
く
感
じ
ま
す
。
出
血
後
の
血
腫

が
間
脳
や
脳
幹
に
及
ぶ
と
意
識
障
害
が
起

こ
り
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
左
上
図
参
照
）。 

⑤ 

脳
幹
出
血 

「
脳
幹
（
の
う
か
ん
）
」
は
、
呼
吸
や
血
圧

を
保
つ
な
ど
の
生
命
活
動
維
持
の
た
め
の

基
本
と
な
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の

部
位
で
出
血
が
起
こ
る
と
、
吐
き
気
や
め

ま
い
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
突
然
現
れ
、
急

速
に
昏
睡
状
態
と
な
り
、
四
肢
麻
痺
、
縮

瞳
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
短
期
間
で
死
に

至
る
な
ど
非
常
に
予
後
が
悪
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。 

 

 

 

引用文献（4）より引用 

 

視床出血 

 

 

被殻出血 

引用文献（4）より引用 

 

 

引用文献（4）より引用 

小脳出血 

⑥ 

小
脳
出
血 

「
小
脳
（
し
ょ
う
の
う
）
」
は
脳
幹
の
後
方

に
位
置
し
て
い
て
、
知
覚
と
運
動
機
能
を
統 

合
し
、
平
衡
感
覚
や
筋
緊
張
な
ど
を
調
節

す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
位
で

出
血
が
起
こ
る
と
、
突
然
の
頭
痛
や
め
ま

い
、
起
立
・
歩
行
障
害
な
ど
の
運
動
失
調
が

お
こ
り
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
意
識
障
害

を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に

意
識
障
害
が
発
現
し
て
、
呼
吸
状
態
が
悪

く
な
り
ま
す
。
出
血
後
に
形
成
さ
れ
る
血

腫
が
大
き
い
場
合
に
は
脳
幹
が
圧
迫
さ
れ

る
こ
と
で
、
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

【
以
降
次
号
に
続
き
ま
す
】 

 

 

 

脳内出血部位 
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